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廊下塀石土台天端高は全体のﾚﾍﾞﾙを確認して

りを基準とする
想定御肴部屋櫓土台天端高と同高～２寸下が

廊下塀

解体・修復範囲（3.05㎡）

G=0.11
84゜

G≒0.19

D 面G=0.18御肴部屋櫓土台天端 47.62
９寸

御肴部屋櫓
※御肴部屋櫓撤去後に積み直された石垣を
　基に積み直すと建物からの天端石のはみ
　出しが大きくなりすぎると思われる

　天端石は47.35mを基準高にし、D面法勾配
　を0.18前後にすれば、建物復元時に土台
　高の調整で納まると思われる

御肴部屋櫓土台天端 47.62








